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②シルバーしそう

　

向
夏
の
候
、
会
員
各
位
に
於
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
、
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、（
公
社
）
宍
粟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営
並
び
に
事
業
推
進
に
あ
た
り
格

別
の
ご
尽
力
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
3
年
度
の
定
時
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
結

果
、
理
事
長
を
担
わ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身
の
ひ
き
し
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

浅
学
非
才
は
も
と
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め

全
て
の
役
職
員
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
そ
れ
を
礎
に
こ
の
役
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
、
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
の
な
い
ウ

イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り
、
大
き
く
行
動
が
制
限
さ
れ
日
常
生
活
、
経
済
活
動
等
私
達
を
取
り

ま
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
於
い
て
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
頑
張
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

宍
粟
市
の
人
口
（
3
6
、
3
6
0
人
）
高
齢
化
率
（
36
％
）
﹇
令
和
3
年
3
月
現
在
﹈
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
念
【
臨
・
短
・
軽
】
を
基
本
と

し
、
会
員
の
皆
様
が
安
心
、
安
全
で
健
康
づ
く
り
又
仲
間
づ
く
り
を
通
じ
て
地
域
社
会
の
お
役

に
立
て
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
何
と
ぞ
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
程
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
清
水
理
事
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
四
期
（
8
年
）
と
い
う
長

き
に
わ
た
り
、
そ
の
役
職
の
元
、
ご
指
導
ご
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
を
し
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

公益社団法人 宍粟市シルバー人材センター

理事長　黒 田 孝 志

就任の挨拶
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令
和
3
年
5
月
28
日
（
金
）、
公
益
社
団
法
人
宍

粟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
3
年
度
定
時

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
5
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
十

分
行
う
こ
と
か
ら
、
本
総
会
は
役
員
の
み
が
出
席

し
、
一
般
会
員
の
皆
様
は
書
面
に
よ
る
議
決
権
を
行

使
で
き
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案　

令
和
2
年
度
事
業
報
告
及
び
令
和
2  

　
　
　
　
　
　

年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
か
ら
第
十
三
号
議
案

　
　
　
　
　
　

理
事
及
び
監
事
の
選
任
に
つ
い
て

第
十
四
号
議
案　

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任
に
つ

　
　
　
　
　
　
　

い
て　

第
十
五
号
議
案　

定
款
変
更
に
つ
い
て

　

２
６
７
名
の
書
面
議
決
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

案
に
対
し
て
の
書
面
議
決
数
は
賛
成
２
６
７
で
、
全

て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
総
会
に
お
い
て
、
大
き
く
役
員
が
入
れ
替
わ

り
、
新
し
い
体
制
で
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
会
員
の

高
年
齢
化
に
よ
る
重
篤
事
故
の
発
生
状
況
を
踏
ま

え
、
安
全
就
業
の
徹
底
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化

し
ま
す
。

　

健
康
で
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
働
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
就
業
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に

地
域
に
密
着
し
た
心
の
こ
も
っ
た
仕
事
で
地
域
社
会

に
貢
献
し
、
信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま

す
。

　

こ
の
度
、（
公
社
）
宍
粟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
令
和

３
年
度
の
定
時
総
会
を
以
っ
て
理
事
長
を
退
任
致
し
ま
し

た
。
顧
み
ま
す
と
四
期
８
年
の
永
き
に
亘
る
在
任
で
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
方
を
始
め
、
役
職
員
各
位
の
暖
か
い
御
支

援
御
協
力
を
頂
き
無
事
重
責
を
全
う
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
最
後
の
期
に
至
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
に
依
り
計
画
し
て
い
ま
し
た
事
業
活
動
も
満
足

に
実
施
出
来
得
な
か
っ
た
事
は
誠
に
残
念
で
御
座
い
ま
し

た
。
今
尚
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
今
日
、
シ
ル

バ
ー
事
業
に
於
い
て
も
一
段
と
厳
し
さ
が
予
測
さ
れ
ま
す

が
、
黒
田
理
事
長
を
中
心
に
新
体
制
の
基
、
当
セ
ン
タ
ー
の

運
営
・
発
展
に
格
段
の
ご
活
躍
の
程
を
御
期
待
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　

最
後
に
（
公
社
）
宍
粟
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

益
々
の
御
繁
栄
と
各
位
の
御
健
勝
を
心
よ
り
念
願
し
、
誠
に

粗
辞
で
す
が
退
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

退

任

の

挨

拶清
　
水
　
精
　
一

③ シルバーしそう

令和３年度定時総会を開催令和３年度定時総会を開催令和３年度定時総会を開催令和３年度定時総会を開催



　６月16日に安全適正就業委員会を開催、委員８人が２
班に分かれ、作業現場を訪問しました。
　作業中の事故、行きかえりの交通事故、また熱中症など
に注意しましょう。
　安全対策にやりすぎはありません、手間と時間がかかっ
ても事故を防ぎましょう。
　７月は安全就業月間ですので、より一層の注意をお願い
します。

　去る６月16日～18日の３日間、チェーンソー作業の
講習会を受講してきました。
　４月以降は「何事も勉強や…」との想いをもってい
たせいか、ある日突然「チェーンソーの講習を受講し
てないか？」と言われたので、「まぁ受けてみよう
か…」と軽く返答してしまいました。
「受講票」が届いてから、講習会内容を確認…
　なんと、受講資格に「18歳以上でチェーンソー作
業に従事する予定の者」と書かれてあり、それからは
「え～、僕が受けて大丈夫かいな～」と思う毎日…
　当日30人近くの受講者があり、周りは若手ばかり
で、作業服には「○○製材所」「○○森林組合」など
など、４～５人の若手の女性陣（やる気満々）も…
　なるほど、これから林業作業にかかわる方ばかり
の面々…
　この私と言えば、記憶ではチェーンソーを使用した
経験は３回程度（数十分ぐらい）…
　ましてや「受け口」「追い口」「くさび」「つる」「か
かり木」「元玉切り」「ガンマーク」「目立て」
云々？？？聞き慣れない用語…
　初日から最終まで、受講中は「睡魔」との闘い、マ

スクしているので「あくび」はし放題・・・
　２日目午後の実技では、真夏日、日陰でないと倒
れそうな暑さ…
　講師先生は、頭から下まで完全重装備（保護帽・
防護服など）で汗だくだく、見てるだけでも暑かった
実技…（因みに、平成31年度より「下肢の切創防止
用保護衣の着用」が義務化されていますので、皆さ
んお忘れなく！！又、チェーンソー作業で肩より上に
あげないとのことなど…）
　3日目、取り合えず「特別教育終了証」を頂きまし
た。
　その後、忘れないようにと特別教育用「伐木等作
業者用テキスト」をたまに覗いております…（作業を
される方、いつでも「ご教示」じゃなく、貸出いたし
ますので、声をかけてください。）
　まぁこんな受講体験記でした…
（当然受講料もいりますよ…）
　まずは、家の倉庫にある何年も使
用したことのないチェーンソー、「目
立て」が気になる毎日です…。　　
　事務局長　田村純司

安全適正就業委員会を開催

〇山崎事業所
　●大西耕治（理事）　●石原徹一（会員）
〇一宮事業所
　●藤原正雄（理事）　●薄木友和（会員）
〇波賀事業所
　●黒田孝志（理事）　●船積通之（会員）
〇千種事業所
　●鳥居政義（理事）　●土平哲三（会員）　　

安全パトロール（千種）安全パトロール（波賀）安全就業委員会

④シルバーしそう

安全適正就業委員は次の方です

「チェーンソー作業従事者特別教育」講習会に参加して



会員さんがんばってま～す会員さんがんばってま～す会員さんがんばってま～す

にんにく掘り 遺物整理 屋根瓦補修

荷物の搬出 公園清掃 肥料散布

低木剪定 発掘調査 剪定作業

慣れに慣れるな 安全は一人ひとりが責任者

⑤ シルバーしそう

　刈り払機は便利な機械ですが、取り返しのつかない重篤な事故につながる危険性があり
ます。
　「短時間だから」、「慣れた場所だから」、「着込むと暑いから」などと言わずに保護具を装着
して身を守り、防護ネットを張ったりエンジンの回転数を下げたりして、飛び石事故にも十
分に注意しましょう。

（一般社団法人日本農業機械工業会発行「刈払機の正しい使い方」より）
防護ネットを張って作業 刈払機による作業時に身につける服装・保護具 

保護メガネ
（ゴーグル）

保護帽（ヘルメット）

耳覆い（イヤーマフ）

腕カバー

防振手袋

作業衣（長ズボン）

滑りにくい作業靴
（先しん入り）

作業衣
（長袖）

すね当て



みや

こ はら ひさし

しゅんじ かおる

うち きょうこ いかし

昨年金婚式を迎え、同居している息子夫婦と４人
家族で、2人の孫は自立しています。
主人は毎日おやつを手に畑に出勤、私は掃除のお
ばちゃんです。
これからも皆元気に過ごせます様に願っています。

　皆さん、千種の西河内にあります「たたらの里学習館」をご存じ
でしょうか…。
　この４月より、当施設は宍粟市シルバー人材センターが指定管理
者として管理をさせていただいています。
　この施設周辺は、四方を1,000ｍ級の山々に囲まれた純山村であり
ますが、往古より「たたら操業」と呼ばれた古式の製鉄で「千草
鉄」が産出されていました。この「たたら場」の保存や、使用して
いた道具類を中心に収集し、展示をしていますので、この夏の暑さ
しのぎにふらっと立ち寄ってみてはいかがでしょうか…。

「元気がなにより！」
波賀事業所

宮内恭子（71歳）・五十橿（74歳）
俊次（49歳）・薫（49歳）

庭木剪定の仕事を趣味でやっている内に、友人に
頼まれ芦屋など京阪神に行くようになりその面白
さ（依頼者の嬉しそうな顔を見ること）に取りつ
かれました。夏場は剪定作業に従事しています。
冬場は薪ストーブに暖まりながら木工作業に時間
を費やしています。友達から色々と手ほどきを得
ながら見よう見まねで色々な物を作っています。
健康と趣味と時間を大切にしています。

千種事業所 小 原 　 壽　

「木工・箱物・小物作り」

たたらの里学習館PR

⑥シルバーしそう



⑦ シルバーしそう
　

青
葉
の
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

　

さ
て
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
年
の
４
月
よ

り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
宍

粟
総
合
病
院
の
玄
関
で
熱
を
測
る
仕
事
を
し
て
お
り

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
か
ら
「
こ
ん

な
仕
事
あ
る
ん
で
す
が
、
行
っ
て
な
い
で
す
か
」
と

連
絡
を
受
け
ま
し
た
。

　

家
で
の
ん
び
り
し
て
い
た
私
で
す
が
、
果
た
し
て

で
き
る
だ
ろ
う
か
と
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
り

あ
え
ず
行
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

病
院
の
看
護
師
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
も
親
切

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
毎
日
仕
事
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。

　

家
に
お
れ
ば
単
純
な
日
々
で
す
が
、
こ
の
仕
事
は

お
年
寄
り
の
接
し
方
な
ど
勉
強
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
少
し
で
も
自
分
自
身
の
人
間
性
を
高
め
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
楽
し
み
は
、
毎
週
月
曜
日
の
夜
の
同
好
の
囲

碁
、
オ
カ
リ
ナ
の
練
習
、
去
年
生
ま
れ
た
孫
の
成
長

を
ス
マ
ホ
の
ラ
イ
ン
で
見
る
こ
と
、
中
国
ド
ラ
マ
、

韓
国
ド
ラ
マ
を
毎
日
４
本
ほ
ど
録
画
し
て
、
野
良
仕

事
を
そ
こ
そ
こ
に
終
わ
ら
せ
て
夕
方
４
時
頃
か
ら
こ

れ
を
見
な
が
ら
、
日
に
よ
っ
て
違
う
が
好
物
の
手
巻

き
寿
司
、
焼
き
肉
、
餃
子
、
お
好
み
焼
き
、
焼
き
そ

ば
、
か
ら
揚
げ
な
ど
で
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
見
る

の
が
日
課
に
な
っ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
間
田
植
え
も
終
わ
っ
て
肥
料
を

散
布
す
る
の
に
、
軽
ト
ラ
の
荷
台
に
乗
る
の
に
足
が

あ
が
ら
な
い
。
今
ま
で
に
な
い
深
刻
な
状
況
を
認
識

し
た
。

　

冬
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

老
人
が
入
院
す
る
と
筋
肉
が
衰
え
て
し
ま
う
為
な
る

べ
く
早
く
退
院
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
聞
く
。

74
歳
に
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
他
人
事
だ
と
思
っ
て

い
た
の
が
他
人
事
で
は
な
く
な
っ
て
き
た
。

　

最
近
の
シ
ル
バ
ー
で
の
仕
事
は
、
春
、
秋
の
彼

岸
、
夏
の
お
盆
の
墓
掃
除
が
多
い
。
空
き
家
が
多
く

な
っ
て
墓
を
守
る
方
も
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

働
け
る
お
陰
で
体
を
動
か
し
健
康
を
維
持
し
、
そ

の
上
小
遣
い
ま
で
い
た
だ
い
て
有
り
難
い
と
思
っ
て

い
る
。

　

な
る
べ
く
長
く
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
厄

介
に
な
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。

　　

最
後
に
お
口
直
し
に
シ
ニ
ア
川
柳
か
ら
一
句

　
お
迎
え
は
い
つ
来
て
も
良
い
が
今
は
イ
ヤ

『
人
と
接
し
、
自
分
を
高
め
る
』

山
崎
事
業
所

森
　
　
　
孝
　
惠

『
今
日
こ
の
ご
ろ
』

波
賀
事
業
所

岡
　
田
　
周
　
三

会
員
の
ひ
ろ
ば

会
員
の
ひ
ろ
ば

会
員
の
ひ
ろ
ば

会
員
の
ひ
ろ
ば



会 員 募 集会 員 募 集

ら の お 知 ら せか局務事
令和3年度　技能講習会

　例年のごとく、暑さの本番が近づいてきましたが…
今年も「コロナ禍」に変わりなく、感染防止対策の徹
底はもちろん観客の制限による「東京オリンピック・
パラリンピック」の開催方向へ、これまでの開催ムー
ドとは全く違う雰囲気…
一方「ワクチンの集団接種」や「職域接種」等々の進
み具合が気になる新聞紙上…
そして、コロナの第５波がやってこないかの心配など
など…
　そんな中、宍粟市シルバー人材センターは、いつも
明るく元気で「事故ゼロ」を目指しましょう！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＪ

いつでも加入で
きます。
お問い合わせ、
ご相談はお近く
の事業所まで。

編 集 後 記編 集 後 記

女性限定「ときめくお洒落」講習会　～9月開催予定～
メイクアップ術をはじめ、オシャレなマナー講習を行います。清掃マイスター2級も取得できます。

新型コロナウイルス感染防止
ワクチン接種が進んでいますが、いろんな思い違いを耳にします。
「接種を受けたから感染しない」「接種を受けたのでマスクはいらない」
そんなことはありません。感染しにくくなったということなので、今まで同様に注意しましょう。

熱中症対策
水分を十分に摂りましょう。感染症予防のため換気扇や窓開放によって喚起を確保しつつ、エアコンも利用しま
しょう。また屋外作業では十分な距離（2m以上）が確保できる場合はマスクをはずすことも一つの方法です。

～知識と経験を社会に生かそう～

就任の挨拶

　この４月より、シルバー人材センター
事務局でお世話になっております。
　「会員のみなさん」や「利用される
方」との新たな出会いがあり、楽しみに
しています。
　特に「会員のみなさん」が無事故で作
業を終えることを祈る毎日です。
私自身、日々戸惑いもありますが、一生
懸命頑張りますので、どうかよろしくお
願いします。

私たちと一緒に働きませんか？

⑧シルバーしそう

※40歳代、50歳代は職員

性別
男性
女性
小計
男性
女性
小計
男性
女性
小計
男性
女性
小計
男性
女性
総計

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代 90歳代 合計
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
1
0
1

0.3%

1
0
1
0
0
0
1
0
1
0
0
0
2
0
2

0.5%

36
26
62
14
6
20
6
4
10
8
5
13
64
41
105
27.5%

83
62
145
36
7
43
20
11
31
16
8
24
155
88
243
63.6%

10
2
12
3
1
4
0
3
3
6
5
11
19
11
30

7.9%

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
1
0
1

0.3%

130
90
220
53
14
67
27
18
45
32
18
50
242
140
382
100%

事業所

山崎

一宮

波賀

千種

合計

年齢分布

平均年齢
72.81
71.44
72.25
71.83
70.86
71.62
71.96
74.18
72.82
72.97
74.28
73.44
72.95
72.07
72.36

令和３年５月末現在会 員 数

事務局長　田村純司
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